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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：転写調節に関与している可能性があります。胚発生において役割を果たす可能性があります。,類似性：krueppel C2H2型ジンクフィンガータンパク質ファミリーに属します。,類似性：1つのKRABドメインを含みます。,類似性：17個のC2H2型ジンクフィンガーを含みます。,機能：転写調節に関与している可能性があります。胚発生において役割を果たす可能性があります。,類似性：krueppel C2H2型ジンクフィンガータンパク質ファミリーに属します。,類似性：1つのKRABドメインを含みます。,類似性：17個のC2H2型ジンクフィンガーを含みます。,
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	-
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	ZNF23抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ZNF23 抗体を使用した RAW264.7 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

